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はじめに
　看護職養成教育機関の中でも，2年課程看護専門学
校に所属する看護学教員は，多様な背景を持つ学生を
対象とする．2年課程看護専門学校教員は，学生のレ
ディネスに応じた質の高い教授活動を展開することに
難渋し1）2），研究も遂行しにくい状況にあり3）4）5），学習
活動を継続し専門性を向上することに，効果的な教育
の展開に向けて，困難を感じている6）．
　2008年，教員としてよりよくなることを助ける教
育，すなわち Faculty Development が大学・短期大学
の実施義務となった7）8）．一方，看護専門学校に対し
ては，法制度が整っていない現状にある．看護専門学
校に所属する看護学教員は，自己学習の充実が必要と
なる．
　効果的な教育を展開するためには，経験のみを頼り
にすることなく教育の必要性，すなわち教育ニードを
正確に把握し，その結果を反映した学習をする必要が
ある9）．教育ニードとは，望ましい状態と現状の間に
ある乖離であり，乖離のある看護職者が看護専門職者
としての望ましい状態に近づくための教育の必要性で
ある10）．
　このような背景を持つ本研究は，2年課程看護専門
学校教員の教育ニードとそれに関係する特性を教育経
験年数別（以下，経年別）に明らかにし，それらの2
年課程看護専門学校教員の自己学習の充実に向けた課
題を検討することを目指す．
2年課程看護専門学校教員の教育ニードに関する研究 
―教育経験年数別にみた現状と関係する特性の解明―
Research on the Educational Needs of Teachers at Two-Year Nursing Schools 
―A Clarification of the Current State of Needs and Related Characteristics  
by Number of Years of Educational Experience―
伊藤　美鈴，松田　安弘＊
＊群馬県立県民健康科学大学
要　約
　本研究の目的は，2年課程看護専門学校教員の継続教育の充実に向け，2年課程看護専門学校教員の教育ニードの
現状及び関係する特性を教育経験年数別（以下，経年別）に明らかにすることである．
　文献検討に基づき概念枠組みを構築した．測定用具には，「教育ニードアセスメントツール - 看護学教員用 -」
（舟島ら ,2006）（以下，FENAT）と本研究において作成した「特性調査紙」を用いた．全国の2年課程看護専門学
校120校に所属する教員721名に質問紙を配布した．回収された質問紙492部（68.2%）のうち，有効回答462部を経
年別に6群に分け，統計学的手法を用い分析した．FENAT 総得点の結果は，2年課程看護専門学校教員の教育ニー
ドが，1年未満群が最も高く，以下，1年以上2年未満群，5年以上10年未満群，2年以上3年未満群，3年以上5年未満
群と続き，10年以上群が最も低いことを示した．また，FENAT 総得点と特性の関係を経年別に探索した結果は，［授
業への研究成果活用の有無］等が1年未満群および5年以降，［臨床経験年数］が2年以上3年未満群，［学会所属の有
無］が3年以上5年未満群の教育ニードに関係したことを示した（p ＜ .05）．これらを考察した結果，継続教育の充
実に向け，授業への研究成果活用，学的基盤に基づく準備状態の調整，看護実践能力の向上に関わる自己学習を充
実する必要性を示した．
キーワード：看護学教員，教育ニード，2年課程看護専門学校，看護継続教育
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さくするために教育を要する側面を特定する測定用具
であり，6下位尺度30質問項目（各下位尺度は，それ
ぞれ5項目）から構成される．質問項目は，看護学教
員としての望ましい状態を示し，選択肢は，「かなり
当てはまる（1点）」，「わりと当てはまる（2点）」，「や
や当てはまる（3点）」，「ほとんど当てはまらない（4
点）」の4種類である．得点は，低いほどその看護学
教員の現状が教育に携わる看護専門職者としての望
ましい状態に近く，教育ニードが低いことを表す．
FENAT は，先行研究18）により，信頼性と妥当性が確
保されている．
　第2は，本研究において作成した特性調査紙であ
る．これは，概念枠組みが包含する看護学教員の特性
に関わる28変数を調査する質問紙である．この特性調
査紙は，次に示す質問項目，回答形式，選択肢数から
構成される．教員特性の18変数を問う質問項目は，実
数記入式及び選択回答式質問（選択肢は2から14），継
続的学習者特性の4変数を問う質問項目は，実数記入
式及び選択回答式質問（選択肢は2から6），看護職者
方　法
1. 本研究の概念枠組み （図）
　先行研究を概観し，概念枠組みを作成した．この概
念枠組みは，教育ニードに関係する可能性の高い看護
学教員の特性3側面28変数を含む11）12）13）14）15）16）．
　経年別の2年課程看護専門学校教員の教育ニードの
現状と，これら3側面28変数との関係を経年別に解明
することは，2年課程看護専門学校教員の継続教育の
充実に向けた課題を明らかにし，自己学習の充実を可
能にする．
2. 測定用具
　本研究には，次の2種類の測定用具を用いた．
　第1は，「教育ニードアセスメントツール―看護学
教 員 用 ―」17）（Educational Needs Assessment Tool for 
Nursing Faculty: FENAT, 以下 FENATと略す）である．
これは，教育に携わる看護専門職者としての望ましい
状態と現状の乖離の程度を明らかにし，その乖離を小
図　本研究の概念枠組み
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群馬県立県民健康科学大学倫理委員会の承認後に実施
した．なお，FENAT は，使用にあたり開発者から許
諾を得た．
結　果
　配布した質問紙721部のうち492部が返送された（回
収率68.2%）．このうち有効回答467部を分析対象とし
た．以下，FENAT 下位尺度を【　】，教員特性を［　］
で示した．
1. 対象者の背景 （表1）
　対象者の教育経験年数別の所属施設の設置主体，所
属機関の種類，職位および年齢は多様であった．
2. 各群の FENAT総得点と6下位尺度得点 （表2）， 各
群における FENAT総得点と看護学教員の特性との関
係 （表3）
1） 教育経験1年未満の看護学教員
　FENAT の総得点は，平均79.9点（SD ＝13.6）で
あった．また，下位尺度Ⅰ得点は14.2点（SD ＝2.9），
下位尺度Ⅱ得点は18.7点（SD ＝2.6），下位尺度Ⅲ得
点は13.2点（SD ＝3.1），下位尺度Ⅳ得点は13.3点（SD
＝4.0），下位尺度Ⅴ得点は13.4点（SD ＝3.3），下位尺
度Ⅵ得点は7.2点（SD ＝9.5）であった．
　FENAT 総得点と看護学教員の特性との関係の探索
の結果，⑬⑮㉑の3変数が FENAT 総得点と統計学的
に有意な関係を示した．FENAT 総得点と3変数との関
係について，ステップワイズ法による重回帰分析を
行った．影響の強い変数は［授業への研究成果活用の
有無］であった．
特性の6変数を問う質問項目は，実数記入式及び選択
回答式質問（選択肢は3から7）からなる．専門家会
議，及びパイロット・スタディにより内容的妥当性を
確保した．
3. データ収集
　全国の2年課程看護専門学校180施設の教育管理責任
者宛に，往復はがきを用いて研究協力を依頼した．そ
の結果，120施設より承諾を得た．これら120施設に
就業する看護学教員721名に，教育管理責任者を通し
て前述した2種類の測定用具からなる質問紙を配布し
た．その回収は，対象者が返信用封筒を用いて個別に
投函する方法により行った．データ収集期間は，2013
年6月21日から7月12日までであった．
4. データ分析
　統計解析ソフト IBM SPSS Statistics　Version21を用
いて，対象者を経年別に6群に分類し，各群のデータ
を次のように分析した．① FENAT 総得点，6下位尺
度得点の記述統計を算出した．②単変量解析（相関係
数，t 検定等）を用いて FENAT 総得点と2年課程看護
専門学校教員の特性との関係を分析し，関係を認めた
教員の特性を説明変数，FENAT 総得点を目的変数と
する重回帰分析（ステップワイズ法）を行った．
5. 倫理的配慮
　教育管理責任者，及び，対象者には，研究協力依頼
状を用いて研究目的，方法，倫理的配慮を説明した．
無記名，個別投函により質問紙を回収し，匿名性と自
己決定の権利を保障した．本研究は，2013年3月15日，
表1　対象者の背景
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9.2）であった．
　FENAT 総得点と看護学教員の特性との関係の探索
の結果，⑧⑮の2変数が FENAT 総得点と統計学的に
有意な関係を示した．FENAT 総得点と2変数との関係
について，ステップワイズ法による重回帰分析を行っ
た．影響の強い変数は［授業への研究成果活用の有
無］であった．
2） 教育経験1年以上2年未満の看護学教員
　1年以上2年未満群が獲得した FENAT の総得点は，
平均79.8点（SD ＝13.1）であった．また，下位尺度
Ⅰ得点は12.9点（SD ＝2.7），下位尺度Ⅱ得点は18.4点
（SD ＝3.1），下位尺度Ⅲ得点は13.4点（SD ＝2.5），下
位尺度Ⅳ得点は13.2点（SD ＝3.0），下位尺度Ⅴ得点
は13.7点（SD ＝3.4），下位尺度Ⅵ得点は8.1点（SD ＝
表2　各群の FENAT総得点、 6下位尺度得点
表3　各群における FENAT総得点と看護学教員の特性との関係 （重回帰分析の結果）
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度Ⅳ得点は12.2点（SD ＝2.9），下位尺度Ⅴ得点は10.8
点（SD ＝2.8），下位尺度Ⅵ得点は11.8点（SD ＝4.7）
であった．
　FENAT 総得点と看護学教員の特性との関係の探索
の結果，⑪⑮㉑㉒㉔㉕㉖㉗の8変数が FENAT 総得点
と統計学的に有意な関係を示した．FENAT 総得点と
8変数との関係について，ステップワイズ法による重
回帰分析を行った．影響の強い変数は［授業への研究
成果活用の有無］，［専門雑誌閲読数］，［学会所属の有
無］であった．
考　察
　結果に基づき，第1に，結果として明らかになった2
年課程看護専門学校教員の教育経験年数別にみた教育
ニードの特徴を考察する．第2に，教育経験年数別に
みた2年課程看護専門学校教員の自己学習の充実に向
けた課題を検討する．
1. 2年課程看護専門学校教員の教育経験年数別にみた
教育ニードの特徴
1） FENAT総得点からみた2年課程看護専門学校教員
の教育ニードの現状
　FENAT は，得点可能範囲が30点から120点であり，
得点が低いほど，その看護学教員の現状が，教育に携
わる看護専門職者としての望ましい状態に近く，教育
ニードが低いことを示す19）．対象者が獲得した総得点
は6群ともに70点以上であり得点可能範囲の最低点30
点より高い．この結果は，すべての群で看護学教員と
しての望ましい状態に近づける必要があることを示し
ている．
　また，FENAT 総得点が最も高い教育経験年数1年未
満の看護学教員の現状は，教育に携わる看護専門職者
としての望ましい状態から最も乖離しており，教育の
必要性が高いことを示している．次に教育の必要性が
高い群は，教育経験年数1年以上2年未満の看護学教員
であり，5年以上10年未満，2年以上3年未満，3年以上
5年未満が続き，教育経験年数10年以上の看護学教員
が最も低いことを示した．これは，2年課程看護専門
学校教員が就職後5年間を通し，看護学教員として望
ましい状態に近づく一方，5年以上10年未満頃に停滞
することを示唆している．
2） FENAT6下位尺度得点からみた2年課程看護専門学
校教員の教育ニードの現状
　各群を構成した対象者が獲得した FENAT 下位尺
度の得点の結果は，いずれの群においても下位尺度
3） 教育経験2年以上3年未満の看護学教員
　2年以上3年未満群が獲得した FENAT の総得点は，
平均75.6点（SD ＝14.8）であった．また，下位尺度
Ⅰ得点は12.2点（SD ＝2.4），下位尺度Ⅱ得点は18.6点
（SD ＝2.6），下位尺度Ⅲ得点は11.9点（SD ＝3.4），下
位尺度Ⅳ得点は12.9点（SD ＝3.2），下位尺度Ⅴ得点
は12.8点（SD ＝3.2），下位尺度Ⅵ得点は7.1点（SD ＝
8.9）であった．
　FENAT 総得点と看護学教員の特性との関係の探索
の結果，③⑩㉓㉔の4変数が FENAT 総得点と統計学
的に有意な関係を示した．FENAT 総得点と4変数との
関係について，ステップワイズ法による重回帰分析を
行った．影響の強い変数は［臨床経験年数］であっ
た．
4） 教育経験3年以上5年未満看護学教員
　3年以上5年未満群が獲得した FENAT の総得点は，
平均75.5点（SD ＝14.8）であった．また，下位尺度
Ⅰ得点は12.5点（SD ＝2.8），下位尺度Ⅱ得点は19.2点
（SD ＝2.0），下位尺度Ⅲ得点は11.8点（SD ＝3.5），下
位尺度Ⅳ得点は12.3点（SD ＝3.3），下位尺度Ⅴ得点
は12.2点（SD ＝2.6），下位尺度Ⅵ得点は7.5点（SD ＝
8.5）であった．
　FENAT 総得点と看護学教員の特性との関係の探索
の結果，［学会所属の有無］の1変数が FENAT 総得点
と統計学的に有意な関係を示した．
5） 教育経験5年以上10年未満の看護学教員
　5年以上10年未満群が獲得した FENAT の総得点は，
平均79.0点（SD ＝14.1）であった．また，下位尺度
Ⅰ得点は12.1点（SD ＝2.5），下位尺度Ⅱ得点は18.4点
（SD ＝3.3），下位尺度Ⅲ得点は11.5点（SD ＝3.4），下
位尺度Ⅳ得点は12.7点（SD ＝3.0），下位尺度Ⅴ得点は
12.2点（SD ＝2.8），下位尺度Ⅵ得点は13.0点（SD ＝
6.4）であった．
　FENAT 総得点と看護学教員の特性との関係の探索
の結果，⑮⑲㉑㉖㉘の5変数が FENAT 総得点と統計
学的に有意な関係を示した．FENAT 総得点と5変数と
の関係について，ステップワイズ法による重回帰分析
を行った．影響の強い変数は［授業への研究成果活用
の有無］，［大学・大学院在籍の有無］，［学会所属の有
無］，［看護実践能力］であった．
6） 教育経験10年以上の看護学教員
　10年以上群が獲得した FENAT の総得点は，平均
73.2点（SD ＝12.1）であった．また，下位尺度Ⅰ得
点は10.9点（SD ＝2.5），下位尺度Ⅱ得点は17.5点（SD
＝3.6），下位尺度Ⅲ得点は10.0点（SD ＝2.8），下位尺
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すなわち10.0以下の低得点下位尺度を抽出した結果
は，教育経験年数5年未満で下位尺度【Ⅵ．部下・後
輩の成長を支援する】が低得点下位尺度に該当した．
これは，教育経験年数5年未満の看護学教員は，部
下・後輩が存在しない可能性が高いためと考えられ
る．
　さらに，該当する下位尺度は，10年以上群の下位尺
度【Ⅲ．組織の目標達成と維持発展に向けて多様な役
割を適切に果たす】であった．これは，教育経験年数
10年以上の2年課程看護専門学校教員が，日頃から学
校組織の一員として多様な役割を果たしていることを
表している．先行研究27）は ,2年課程看護専門学校を含
む専門学校教員が，学生への生活指導・進路相談，看
護師免許取得支援など複数の役割を同時に担うように
なり，充実を感じながらも，不全感も感じる経験をす
ることを明らかにしている．本研究と先行研究の結果
は，2年課程看護専門学校教員が多様な役割を果たす
中で，それが充実感につながることもあれば，不全感
を生じさせ役割葛藤をもたらす可能性もあることを示
す．これらは，教育経験年数10年以上の2年課程看護
専門学校教員が，役割葛藤を生じさせることなく，充
実した教育活動を展開するために，自己の目標達成に
焦点をあてるばかりでなく，組織の目標達成と維持発
展に向けて役割を遂行する必要があることを示唆して
いる．
2. 2年課程看護専門学校教員の自己学習の充実に向け
た課題
　本研究は，教育経験年数別の各群について，単変量
解析，及び，その結果に基づき選定した変数を用いた
ステップワイズ法による重回帰分析を通し，2年課程
看護専門学校教員の教育ニードに関係する特性を探索
した（表3）．以下，前述に明らかにしたとおり，特に
教育の必要性が高いと示唆される教育経験年数1年未
満および5年以上10年未満の看護学教員に焦点を当て
て考察する．
1） 教育経験年数1年未満の看護学教員の自己学習の充
実に向けた課題
　1年未満群の教育ニードに強い影響を認めた変数
は，［授業への研究成果活用の有無］であった．授業
への研究成果活用の有無が1年未満群の教育ニードに
関係しており，授業に研究成果を活用している者が，
そうでない者よりも看護学教員としての望ましい状態
に近づくための必要性が低いことを明らかにした．
　キャリアサイクル理論は，人間のキャリア発達過程
【Ⅱ．研究成果を産出し社会に還元する】が最も高
かった．
　また，各下位尺度の得点と標準偏差を基に，各
6下位尺度の平均（以下，SM）及び標準偏差（以
下，SSD）を算出した結果，SM12.7，SSD2.7であっ
た．この SM と SSD を用いて，得点の平均が SM ＋
SSD，すなわち15.4を超える高得点下位尺度を抽出し
た結果，全ての群で下位尺度【Ⅱ．研究成果を産出し
社会に還元する】が高得点下位尺度に該当した．これ
らは，2年課程看護専門学校教員にとって，研究成果
を産出し社会に還元する行動の改善，とりわけ，看護
や教育にかかわる現象を研究課題へとつなげ，実践に
役立つ研究に一貫して取り組み，その成果の発表を継
続的に行えることが課題であることを示唆している．
　しかし，2年課程看護専門学校教員は，この課題達
成に向けて行動し難い状況にある．大学には，各教員
の専攻研究領域の研究活動を組織的に支援する科学研
究費補助金以外にも大学改革推進費，カリキュラム改
革調査研究費，外部評価経費，学外体験学習実践支援
経費，補習教育充実費，さらに大学教育方法等改善経
費などさまざまな研究活動が年度ごとに組織される．
また，大学は，「学術の中心として，広く知識を授け
るとともに，深く専門の学芸を教授研究し，知的，道
徳的及び応用的能力を展開させること」20）を目的とし
ている．一方，専修学校（専門学校）は，「職業若し
くは実際生活に必要な能力を育成し，又は教養の向上
を図ること」21）を目的とし，大学の目的が表す「学芸
の教授研究」を内容に含めていない．これらは，看護
専門学校が，看護職に必要な能力の育成を第1義的な
目的とし，大学のように学問を教授・研究することを
主目的としていないため，研究が推進されにくい状況
にあることを示している．しかし，看護学の教育内容
は，研究成果の累積により学術として体系化されるも
のであり，教員の研究活動は教育のために不可欠であ
る22）．そのため，看護専門学校のように，研究遂行の
ためのシステムが十分に整っていない教育組織では，
教員個々の職業意識に基づいた積極的な研究活動を求
められる．先行研究23）24）25）26）は，わが国の看護専門学
校教員が研究を実施し，研究成果を活用することを十
分に行えていない現状を明らかにしている．このよう
な現状を打開するためには，看護系学会に参加し，産
出した研究成果を発表したり，最新の情報を入手した
りすることを積極的に行うこと，そしてそれらを自己
の教育活動に反映させる必要がある．
　また，SM と SSD を用い，得点の平均が SM-SSD，
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性が低いことを明らかにしている．この結果は，学位
取得につながる教育課程の修了が，教育経験年数5年
以上10年未満の2年課程看護専門学校教員の看護学教
員としての望ましい状態に近づくことに影響すること
を意味している．これらは，教育経験年数5年以上10
年未満の2年課程看護専門学校教員の自己学習の促進
に向けた課題として，学的基盤に基づく自己の準備状
態を整える必要があることを示唆している．
　結果は，［看護実践能力］が教育経験年数5年以上10
年未満の教育ニードに関係しており，看護実践能力が
高いと自覚している者が，そうでない者よりも看護学
教員としての望ましい状態に近づくための必要性が低
いことを明らかにしている．今後の看護教員のあり方
に関する検討会報告30）は，教員が，学生等に適切に教
えることを目的として，看護の基本技術に加え，最新
の医療に関する技術や知識を有し，看護を実践する能
力を兼ね備えている必要性を明示している．また，先
行研究31）32）は，専門学校教員が，教育経験の長期化に
よる看護実践能力低下への危惧や看護実践能力への自
信のなさを感じていることを明らかにし，教員の看護
実践能力向上の必要性を指摘している．これらは，教
育経験年数5年以上10年未満の2年課程看護専門学校教
員の自己学習の促進に向けた課題として，看護実践能
力の向上を図る必要があることを示唆している．
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Research on the Educational Needs of Teachers at Two-Year Nursing Schools 
―A Clarification of the Current State of Needs and Related Characteristics 
by Number of Years of Educational Experience―
Misuzu Ito, Yasuhiro Matuda＊
＊Gunma Prefectural College of Health Sciences
Abstract
　This study aimed to clarify the current educational needs and related characteristics of teachers at two-year nursing schools 
by number of years of educational experience in order to enhance the continuing education of two-year nursing school teach-
ers.
　A conceptual framework through a review of the literature was developed.　As a measurement tool, we used the Educa-
tional Needs Assessment Tool for Nursing Faculty (FENAT) by Funashima et al (2006) , and a “Characteristics Survey Form” 
prepared in the course of our research.　Questionnaire forms were distributed to 721 teachers at 120 two-year nursing schools 
throughout Japan.　Of the 492 (68.2%) forms that were collected, the 462 forms with valid responses were separated into 
six groups based on number of years of educational experience and statistically analyzed the data.　The total FENAT scores 
indicated that educational needs for teachers at two-year nursing schools were highest for those in the group with ＜1 year of 
experience, followed in descending order by those with 1‒2 years of experience, those with 5‒10 years of experience, those 
with 2‒3 years of experience, and those with 3‒5 years of experience.　Those with ≥10 years of experience had the least edu-
cational needs.　In addition, the results from an investigation the relationships between total FENAT scores and characteristics 
for different numbers of years of educational experience indicated that the “use/non-use of research results in classes” was 
associated with educational needs in those with ＜1 year of experience and in those with ＞5 years of experience, “number of 
years of clinical tests” was associated with educational needs in those with 2‒3 years of experience, and “membership/non-
membership in an academic society” was associated with educational needs in those with 3‒5 years of experience (p＜.05) .　
These results demonstrate that in order to enrich continuing education, it is necessary to use research results in classes, adjust 
preparatory states based on academic foundations, and enhance self-education involved in improving practical nursing skills.
Keywords: nursing teachers, educational needs, two-year nursing schools, nursing continuing education
